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The Relationship between Musical Comfortableness and 
Distinguishability of Cell Phone Ring Tone Melodies
The re lat ionsh ip between musica l  comfortableness  and 
distinguishability of cell phone ring tone melodies was investigated. 
Various types of the ring tone melodies were prepared, and their 
sound pressure was modified into four levels.　Participants were 
asked to estimate three items; comfortableness, distinguishability, 
and appropriateness of each ring tone melody. The results showed 
that each item was evaluated highly. The ring tone melodies met 
the conditions of comfortableness and distinguishability and were 
judged to be appropriate as cell phone ring tones. Also, the evaluation 
of distinguishability rose in tandem with the sound pressure. This 
suggests that a balance of both time/circumstances and sound 
pressure is important in designing signal music.
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53.065, p  < .001）および音圧要因の主効果（F
［3, 219］= 6.009, p  < .001）が観察された。
また，音色要因と音圧要因の1次の交互作
用があることも確認できた（F［15, 1095］= 







































されなかった（F［5, 365］= .824, n.s.）。音
圧要因と雑踏の音要因の１次の交互作用につ
いても確認されなかった（F［3, 219］= .922, 
n.s.）。同じく，音色要因と音圧要因と雑踏の
音要因の2次の交互作用についても確認され
なかった（F［15, 1095］= .410, n.s.）。
　音色要因間に主効果が観察されたため，多
重比較の検定（Bonferroni）を実施したとこ
ろ，A条件（M = 4.08）とP条件間（M = 4.58），
Ma条件間（M = 5.02），V条件間（M = 4.85）
およびMu条件間（M = 5.09）において，そ
れぞれ有意差が見られた（すべてp < .001）。
同様に，T条件（M = 3.88）とP条件間（M= 
4.58），Ma条件間（M = 5.02），V条件間（M 
= 4.85）およびMu条件間（M = 5.09）にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべてp 
< .001）。また，P条件（M = 4.58）とMa条












= 4.36）とMu条件間（M = 5.36）に有意差
が見られた（p < .001）。同様に，T条件（M 
= 4.08）とMa条件間（M = 4.74），V条件間（M 
= 4.96）およびMu条件間（M = 5.36）にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべてp 
< .001）。また，P条件（M = 4.20）とV条件
間（M = 4.96）およびMu条件間（M = 5.36）
において，それぞれ有意差が見られた（すべ








件間（M = 4.91），V条件間（M = 5.19）お
よびMu条件間（M = 5.24）において，そ
れぞれ有意差が見られた（すべてp < .001）。
また，P条件（M = 4.47）とMu条件間（M= 
5.24）に有意差が見られた（p < .001）。
　音圧要因の3段階条件に着目すると，音色
要因のA条件（M = 4.24）とMa条件間（M 
= 5.28）およびV条件間（M = 5.00）におい
て，それぞれ有意差が見られた（すべてp < 
.001）。同様に，T条件（M = 3.86）とP条件
間（M = 4.87），Ma条件間（M = 5.28），V




要因のA条件（M = 3.41）とP条件間（M = 
4.76），Ma条件間（M = 5.15），V条件間（M 
= 4.25）およびMu条件間（M = 4.71）にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべてp 
< .001）。同様に，T条件（M = 3.45）とP条
件間（M = 4.76），Ma条件間（M = 5.15），
V条件間（M = 4.25）およびMu条件間（M 
= 4.71）において，それぞれ有意差が見られ




365］= 27.244, p  < .001）および音圧要因の
主効果（F［3, 219］= 338.930, p  < .001）が
観察された。また，音色要因と音圧要因の1
次の交互作用があることも確認できた（F［15, 
1095］= 2.488, p  < .001, 図2）。同じく，音
色要因と雑踏の音要因の1次の交互作用があ
ることも確認できた（F［5, 365］= 4.375, p 
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< .001）。音圧要因と雑踏の音要因について
も１次の交互作用が確認できた（F［3, 219］
= 5.265, p  < .002）。なお，音色要因と音圧要
因と雑踏の音要因については２次の交互作




ろ，A条件（M = 4.04）とP条件間（M = 3.49），
Ma条件間（M = 3.65）およびV条件間（M 
= 4.37）において，それぞれ有意差が見られ
た（すべてp < .001）。同様に，T条件（M 
= 4.07）とP条件間（M = 3.49）およびMa
条件間（M = 3.65）において，それぞれ有意
差が見られた（すべてp < .001）。また，P条
件（M = 3.49）とV条件間（M = 4.37）およ
びMu条件間（M = 4.22）において，それぞ
れ有意差が見られた（すべてp < .001）。さ
らに，Ma条件（M = 3.65）とV条件間（M 







（M = 5.03）および4段階条件間（M = 5.47）
において，それぞれ有意差が見られた（すべ


















= 2.54）とP条件間（M = 1.78）に有意差が
見られた（p < .001）。同様に，P条件（M = 
1.78）とV条件間（M = 2.37）およびMu条
件間（M = 2.56） において，それぞれ有意差
が見られた（すべてp < .001）。
　音圧要因の2段階条件に着目すると，音色




件間（M = 3.75）に有意差が見られた（p < 
.001）。
　音圧要因の3段階条件に着目すると，音
色要因のP条件（M = 4.61）とV条件間（M 
= 5.38）にのみ，有意差が見られた（p < 
.001）。
　音圧要因の4段階条件に着目すると，音色
要因のT条件（M = 5.72）とMa条件間（M 
= 4.78）に有意差が見られた（p < .001）。同
























件間（M = 3.57）およびV条件間（M = 4.53）
において，それぞれ有意差が見られた（p < 
.001）。同様に，T条件（M = 3.97）とV条
件間（M = 4.53） に有意差が見られた（p < 
.001）。また，P条件（M = 3.57）とV条件間（M 
= 4.53）およびMu条件間（M = 4.37） にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべてp 
< .001）。さらに，Ma条件（M = 3.95）とV
条件間（M = 4.53）に有意差が見られた（p 
< .001）。音圧要因は，1段階条件（M = 2.16）
と2段階条件間（M = 3.13），3段階条件間
（M = 5.33）および4段階条件間（M = 5.67）
において，それぞれ有意差が見られた（すべ






条件間（M = 3.42）およびMa条件間（M = 
3.36）において，それぞれ有意差が見られた
（すべてp < .001）。同様に，T条件（M = 4.18）
とP条件間（M = 3.42）およびMa条件間（M 
= 3.36）に有意差が見られた（p < .001）。ま
た，P条件（M = 3.42）とV条件間（M = 4.21）
およびMu条件間（M = 4.08）において，そ
れぞれ有意差が見られた（すべてp < .001）。
さらに，Ma条件（M = 3.36）とV条件間（M 
= 4.21）およびMu条件間（M = 4.08）にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべてp 
< .001）。音圧要因は，1段階条件（M = 2.43）
と2段階条件間（M = 3.07），3段階条件間
（M = 4.73）および4段階条件間（M = 5.28）
において，それぞれ有意差が見られた（すべ
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が見られた（すべてp < .001）。また，3段
階条件（M = 4.73）と4段階条件間（M = 5.28）
に有意差が見られた（p < .001）。
　適切さ　音色要因の主効果（F［5, 365］= 
31.602, p  < .001）および音圧要因の主効果（F
［3, 219］= 82.387, p  < .001）が観察された。
また，音色要因と音圧要因の1次の交互作
用があることも確認できた（F［15, 1095］= 
4.147, p  < .001, 図5）。なお，音色要因と雑
踏の音要因の1次の交互作用については確認
されなかった（F［5, 365］= 2.21, n.s.）。音
圧要因と雑踏の音要因の1次の交互作用につ
いても確認されなかった（F［3, 219］= 2.13, 
n.s.）。同じく，音色要因と音圧要因と雑踏の
音要因の2次の交互作用についても確認され
なかった（F［15, 1095］= 1.011, n.s.）。
　音色要因間に主効果が観察されたため，多
重比較の検定（Bonferroni）を実施したとこ
ろ，A条件（M = 3.90）とV条件間（M = 4.58）
および Mu条件間（M = 4.53）において，そ
れぞれ有意差が見られた（すべてp < .001）。
同様に，T条件（M = 3.60）とMa条件間（M 
= 4.09），V条件間（M = 4.58）およびMu条
件間（M = 4.53）において，それぞれ有意差
が見られた（すべてp < .001）。また，P条件
（M = 3.80）とMa条件間（M = 4.09），V条






段階条件間（M = 3.71），3段階条件間（M= 
4.78）および4段階条件間（M = 4.76）にお
いて，それぞれ有意差が見られた（すべて








= 3.19）とP条件間（M = 2.40）に有意差が





色要因のA条件（M = 3.51）とV条件間（M 
= 4.40） に有意差が見られた（p < .001）。同




間（M = 4.40）およびMu条件間（M = 4.30）
において，それぞれ有意差が見られた（すべ
てp < .001）。また，Ma条件（M = 3.56）と




要因のT条件（M = 4.06）とMa条件間（M 
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